
介護職員初任者研修 シラバス 

科目名 研修目標 研修内容 

１．職務の理解 

研修に先立ち介護職の仕事につ

いて具体的なイメージを持ち研

修に実践的に取り組める。 

・ 介護保険サービス・介護保険外サー

ビスの理解 

・ 介護職の仕事内容や働く現場の理解 

２．介護における尊厳の

保持・自立支援 

介護職が利用者の尊厳のある暮

らしを支える専門職であること

を自覚し、自立支援や介護予防

等サービスを提供するに当たっ

ての基本視点を理解できる。 

・ 人権と尊厳の保持 

・ ICF・QOLの考え方 

・ ノーマライゼーションの考え方 

・ 虐待防止・身体拘束禁止 

・ 個人の見地を護る制度の概要 

・ 自立支援に向けた支援 

・ 介護予防の考え方 

３．介護の基本 

介護職に求められる専門性と職

業倫理の必要性に気付き、職務

におけるリスクとその対応策の

うち重要なものを理解できる。 

介護を必要としている人の個別

性を理解し、その人の生活を支

えるという視点から支援を捉え

ることができる。 

・ 介護環境の特徴 

・ 介護の専門性 

・ 介護に関わる職種 

・ 職業倫理 

・ 介護における安全の確保 

・ 事故予防・安全対策 

・ 感染予防 

・ 介護職の心身の健康管理 

４．介護・福祉サービス

の理解と医療との連

携 

介護保険制度や障がい者総合支

援制度を担う一員として知って

おくべき制度の目的、サービス

利用の流れ、各専門職の役割・

責務についてその概要のポイン

トを挙げられる。 

・ 介護保険制度創設の背景及び目的、

動向 

・ 仕組みの基礎的理解 

・ 制度を支える財源、組織、団体の機

能と役割 

・ 医療との連携とリハビリテーション 

・ 障がい者福祉制度の理念 

・ 障がい者自立支援制度の仕組みの基

礎的理解 

・ 個人の権利を守る制度の概要 



５．介護におけるコミュ

ニケーション技術 

高齢者や障がい者のコミュニケ

ーション能力は一人ひとり異な

ることと、その違いを認識して

コミュニケーションを取ること

が専門職に求められていること

を認識し、最低限取るべき行動

を理解できる。 

・ 介護におけるコミュニケーションの

意義、目的、役割 

・ コミュニケーションの技法、道具を

用いた言語的コミュニケーション 

・ 利用者・家族とのコミュニケーショ

ンの実際 

・ 利用者の状況・状態に応じたコミュ

ニケーション技術の実際 

・ 記録における情報の共有化 

・ 報告 

・ コミュニケーションを促す環境 

６．老化の理解 

加齢・老化に伴う心身の変化や

疾病について、生理的な側面か

ら理解することの重要性に気づ

き、自らが継続的に学習すべき

事項を理解できる。 

・ 老年期の発達と老化に伴う心身の変

化の特徴 

・ 老化に伴う心身の機能の変化と日常

生活への影響 

・ 高齢者の疾病と生活上の留意点 

・ 高齢者に多い病気とその日常生活上

の留意点 

７．認知症の理解 

介護において認知症を理解する

ことの必要性に気づき、認知症

の利用者を介護するときの判断

の基準となる原則を理解でき

る。 

・ 認知症ケアの理念 

・ 認知症の概念、認知症の原因疾患と

その病態、心因疾患別ケアのポイン

ト、健康管理 

・ 認知症の人の生活障害、心理・行動

の特徴 

・ 認知症の利用者への対応 

・ 家族への支援 

８．障害の理解 

障害の概念と ICF、障害者福祉

の基本的考え方について理解

し、介護における基本的な考え

方について理解できる。 

・ 障害の概念と ICF 

・ 障がい者福祉の基本理念 

・ 身体障害 

・ 知的障害 

・ 精神障害（高次機能障害・発達障害

含む） 

・ その他の心身の機能障害 



９．こころとからだのし

くみと生活支援技術 

・ 介護技術の根拠となる人体

の構造や機能に関する知識

を習得し、安全な介護サービ

スの提供方法等を理解し、基

礎的な一部または全介助等

の介護が実施できる。 

・ 尊厳を保持し、持てる力を発

揮してもらいながらその人

の住宅・地域等での生活を支

える介護技術や知識を習得

できる。 

1） 介護の基本的な考え方 

・ 倫理に基づく介護 

・ 法的根拠に基づく介護 

2） 介護に関するこころのしくみの基礎

的理解 

・ 学習と記憶の基礎的知識 

・ 感情と意欲の基礎知識 

・ 自己概念と生きがい 

・ 老化や障害を受け入れる適応行動と

その阻害要因 

・ こころの持ち方が行動に与える影響 

・ からだの状態がこころに与える影響 

3） 介護に関するからだのしくみの基礎

的理解 

・ 人体の各部の名称と動きに関する基

礎的知識 

・ 骨・関節・筋に関する基礎知識、ボ

ディメカニクスの活用 

・ 中枢神経系と体性神経に関する基礎

知識 

・ 自律神経と内部器官に関する基礎知

識 

・ こころとからだを一体的に捉える 

・ 利用者の様子と普段との違いに気づ

く視点 

4） 生活と家事 

・ 生活歴 

・ 自立支援 

・ 予防的な対応 

・ 主体性・能動性を引き出す 

・ 多様な生活習慣 

・ 価値観 



5） 快適な居住環境整備と介護 

・ 快適な住環境に関する基礎知識 

・ 高齢者・障がい者特有の居住環境整

備と福祉用具に関する留意点と支援

方法 

・ 家庭内に多い事故 

・ バリアフリー 

・ 住宅改修 

・ 福祉用具貸与 

6） 整容に関連したこころとからだのし

くみと自立に向けた介護 

・ 整容に関連した基礎知識・支援方法 

・ 身体状況に合わせた衣類の選択、着

脱 

・ 身じたく 

・ 整容行動 

・ 洗面の意義・効果 

7） 移動・移乗に関連したこころとから

だのしくみと自立に向けた介護 

・ さまざまな移動・移乗に関する用具

とその活用方法 

・ 利用者・介護者にとって負担の少な

い移動・移乗を阻害するこころとか

らだの要因の理解と支援方法移動と

社会参加の留意点と支援 

8） 食事に関連したこころとからだのし

くみと自立に向けた介護 

・ 食事に関する基礎知識、食事環境の

整備・食事に関連した用具・食器の

活用方法と食事形態とからだのしく

み 

・ 楽しい食事を阻害するこころとから

だの要因の理解と支援方法 

・ 食事と社会参加の留意点と支援 



9） 入浴、清潔保持に関連したこころと

からだのしくみと自立に向けた介護 

（実技は DS浴室にて行います。） 

・ 入浴、清潔保持に関連した基礎知識 

・ さまざまな入浴用具と整容用具の活

用方法 

・ 楽しい入浴を阻害するこころとから

だの要因の理解と支援方法 

・ 食事と社会参加の留意点と支援 

10）排泄に関連したさまざまな入浴用具

と整容用具の活用方法 

・ 排泄に関する基礎知識 

・ さまざまな排泄環境整備と排泄用具

の活用方法 

・ 爽快な排泄を阻害するこころとから

だの要因の理解と支援方法 

11）睡眠に関連したこころとからだのし

くみと自立に向けた介護 

・ 睡眠に関する基礎知識 

・ さまざまな睡眠環境と用具の活用方

法 

・ 快い睡眠を阻害するこころとからだ

の要因の理解と支援方法 

12）死にゆく人に関連したこころとから

だのしくみと自立に向けた介護 

・ 終末期に関する基礎知識とこころと

からだのしくみ 

・ 生から死への課程 

・ 「死」に向き合うこころの理解 

・ 苦痛の少ない死への支援 

13）介護課程の基礎的理解 

・ 介護課程の目的・意義・展開 

・ 介護課程とチームアプローチ 

14）総合生活支援技術演習 

・ 事例の例示 

・ 事例は高齢者（要支援 2 程度、認知

症、片マヒ、座位保持不可）から 2

事例を選択して実施 

 



 

10．実習 

実習を通して介護の実際を理解

し、介護職員としての技術・心

構えを養う。 

（実習生一人に対し指導員一人

を配置） 

介護実習（通所事業所） 

・ 施設の概要や特徴、取り組み、利用

者、一日のプログラム、職員体性に

ついて説明する。 

・ それぞれの業務内容や取り組み・連

携について説明する。 

・ 介護方法や内容、利用者との接し方

等を見学させる。 

・ 出来るだけ多くの利用者に自ら話し

かけ、コミュニケーションの機会を

持たせる。 

・ 食事、入浴、排泄関連業務、環境整

備等、補助的業務を経験させる。 

・ レクリエーション、グループ活動、

行事・外出等に利用者と共に参加さ

せる。 

・ 一日の振り返りを行う。 

訪問介護サービス同行訪問 

・ サービス提供責任者や担当ヘルパー

に同行し、介護や利用者の生活・訪

問記録、訪問介護計画等を確認させ

る。 

・ 食事、入浴、排泄関連業務、環境整

備等、補助的業務を経験させる。 

・ 環境に応じた家事援助の内容、工夫、

利用者との接し方等を見学させる。 

・ 一日の振り返りを行う。 

11．振り返り 

研修を振り返り、研修を通して

学んだことについて再確認し、

修了後も継続して学習・研鑽出

来るようになる。 

・ 根拠に基づく介護についての要点

（利用者の状態像に応じた介護と介

護課程、身体・心理・社会面を総合

的に理解するための知識の重要性、

チームアプローチの重要性等） 

・ 継続的に学ぶべきこと、 

・ 研修修了後における継続的な研修に

ついて、具体的にイメージできるよ

う な 事 業 所 等 に お け る 事 例

（OFF-JT、OJT）を紹介 



12．町内施設紹介 

町内にある特別養護老人ホー

ム・老人保健施設を紹介するこ

とで、通所介護事業所との違い

がわかるようになる。 

 

 


